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5) 山田彩 (2010/03/24) ニホンザルの生態と被害対

策 獣害対策講演会 三重． 

 

社会進化分野 

古市剛史 (教授), Michael A. Huffman (准教授), 辻

大和 (助教), 坂巻哲也, 竹元博幸 (非常勤研究員), 

Jean-Baptiste Leca (外国人共同研究者), 鄕もえ , 

Mohammad F. Jaman (外国人共同研究者), Andrew 

J. J. MacIntosh (大学院生) 

 

＜研究概要＞ 

A) ボノボの社会の平和的傾向に対するメスの貢献に

ついての研究 

古市剛史 

ボノボの社会には,チンパンジーの社会と比べ,集団

内で激しい攻撃行動や殺しが見られない,子殺しが見

られない,集団間にも激しい攻撃行動が見られず融和

的交渉をもつなど,さまざまな平和的傾向が見られる.

本研究では,両種間のメスの行動に関する違いがボノ

ボの社会の平和的傾向をもたらしているという作業

仮設をたて,これまでの研究を総合して検討した.その

結果,①ボノボの雌に見られる発情の長期化がオス間

の性的競合を抑制していること,②ボノボのメスはオ

スと同等以上の社会的地位を得ており,これがオスに

よるハラスメントや子殺しを防いでいること,③高い

社会的地位のためにメスは混成パーティに参加しや

すくなり,逆に混成パーティ内で集まることによって

社会的地位を高めていること,④高い社会的地位とオ

トナの息子に対する影響力で,メスが集団の動きをリ

ードしていること,⑤他集団との対立が有利に働かな

いメスが集団の動きをリードすることなどが,集団間

の融和的関係に寄与していることが示唆された. 

 

B) チンパンジーの食物パッチ利用と採食速度に関す

る研究 

古市剛史, 橋本千絵, M.N. Mulavwa 

ウガンダ共和国カリンズ森林のチンパンジーを対

象としたこれまでの研究で, より大きな遊動パーテ

ィで採食すると, より速くパッチ内の食物を食べつ

くして食物パッチ間を移動する回数が増え, 移動に

よる不利益を大きく受けるメスは大きなパーティに

参加しにくいという, スクランブル・コンペティショ

ンにもとづく一般的な仮説が成立しないことがわか

ってきた． １つの食物パッチをより多くの個体で利

用した時の方がより長時間その食物パッチに滞在す

るという逆の傾向が見られ, チンパンジーが食物パ

ッチ内の食物を食べつくしながら遊動しているわけ

ではなく, したがってパッチ内の食物量がチンパン

ジーの採食行動や遊動形態の制限要因になっていな

いことが示唆されたのである． 本年は, 同じ研究手

法を用いてコンゴ民主共和国ワンバ地区のボノボに

ついて, 同じ手法による研究を行い, その結果を比較

した.その結果, ボノボでも, チンパンジーとほぼ同

じ傾向が見られ,スクランブル・コンペティションが

いずれの種でも採食や遊動のおもな制限要因になっ

ていないこと, ボノボとチンパンジーのあいだのメ

スの集合性の顕著な差はスクランブル・コンペティシ

ョンでは説明できないことがわかった. 

C) アフリカに生息する野生チンパンジーの生態と行

動研究 

M.A. Huffman,T. Kaur, J. Singh (Virginia Polytechnic 

Institute), K Petrželková, J. Petrášová, (Academy of 

Sciences of the Czech Republic) 

タンザニア国マハレ山塊とヴィクトリア湖のルボ

ンド島, ウガンダ国 カリンズ森林などのアフリカ各

地の調査地で,チンパンジーを中心に生態学的調査を

おこなった． チンパンジーの寄生虫やその他の感染

症を調査した． 移入された西アフリカ由来のチンパ

ンジーが生息するルボンド島では, 2000 年に開始した

チンパンジーの行動生態学的研究を継続した． 

 

D) スリランカに生息する霊長類の行動生態学的研究 

M.A. Huffman, C.A.D. Nahallage (University of Sri 

Jayewardenepura) 

2004 年末に開始した, スリランカに生息する野生

霊長類の分布調査を継続しておこなった． これまで

行ってきた, 南西, 南, 東南, 中央地域, 北東地域に

おける, トクザル(Macaca sinica), ハヌマンラングー

ル (Presbytis entellus), カオムラサキラングール

（Presbytis senex）の分布調査を拡大し, スリランカ全

土における分布を確かめるために各県, 地区レベル

にアンケート調査をおこなった． 

 

 

E) マカクの文化的行動研究 

M.A. Huffman, J-B Leca 

霊長類研究所の飼育ニホンザルのコロニーで調査

をおこなった． 石遊びなどの文化的行動の社会的観

察学習・伝播機構の比較研究をした． 

 

F) 屋久島ニホンザルの寄生虫生態学と健康維持に対

する食物選択の役割についての研究 

A. J. J. MacIntosh, M. A. Huffman 

鹿児島県屋久島の西部海岸部において, ニホンザ

ルの寄生虫感染症, 行動活動パターンや植物性食物

に関する研究を継続した. 

 

G) ベトナムにおける、マラリア伝播環境の変容と人

獣共通感染性マラリアの出現の理解に向けた学際的

研究 

M. A. Huffman, 中澤秀介, R. Culleton (長崎大学), 前

野芳正（藤田保健衛生大学）, 川合覚(獨協医科大学), Q. 

Nguyen Yuyen R. Marchand (Khanh Phu Malaria 

Research Center Medical Committee Netherlands-Vietnam

) 

2010 年からベトナム・中南部にあるカンフー村の

丘陵部に棲息する野生ザルの調査を開始した. ヒト

とサル間で伝播し, 人畜共通感染を引き起こすマラ

リア原虫を野生カニクイザルやブタオザルの糞から

検出する方法を開発し, 野生マカク類・ヒト間感染の

研究をすすめた. 

 

H）南アフリカ西部岬に生息するチャクマヒヒの採食
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行動, 寄生虫生態学と空間利用の生態学的研究 

Paula Pebsworth, M. A. Huffman 

2009 年から開始した,南アフリカ西南部にあるワイ

ルドクリフ自然保護地区に生息する野生チャクマヒ

ヒ群を調査した. 植物性食物の採食行動,土食い行動

と寄生虫感染との因果関係を探って調査をした. 

 

I) 野生ニホンザルの採食生態についての研究 

辻大和 

 宮城県金華山島では,2000 年から開始したニホンザ

ル成獣メスの採食生態の年次変動についての調査を

継続すると共に,堅果類の結実をモニタリングするた

めの種子トラップの中身の回収を行った.また,金華山

島および東京と郊外でこれまでに集めた糞サンプル

の内容物を分析し,それぞれの調査地のサル糞から出

現する種子の構成に関する論文を執筆した. 

 

J) 東南アジア産霊長類の採食生態についての予備調

査 

辻大和 

 インドネシア,タイ,ベトナムの三カ国,計 7 箇所の調

査地を予備的に訪問し,来年度以降の採食生態の研究

に適した調査対象について検討した. 

 

K) 日本産食肉類による種子散布についての研究 

辻大和 

 日本産食肉類の,種子散布者としての役割を評価す

るために,昨年度に引き続き富山市ファミリーパーク

と共同で,飼育下ニホンテンを対象に給餌実験を行い,

果実を飲み込んでから種子が排泄されるまでの時間

を評価し,この成果を論文にまとめた.また,野生のニ

ホンテンとニホンイタチが散布する種子を糞分析に

より明らかにし,この成果についても論文にまとめた. 

 

L) 野生ボノボの社会構造の生成過程についての研究 

坂巻哲也 

野生ボノボの社会的毛づくろいについて,チンパン

ジーとの比較を行った.具体的には,野生ボノボの単位

集団内の出会いの交渉,集団間関係,行動的多様性につ

いて比較した.また,野生ボノボの人づけ過程の観察者

への反応の変化についても合わせて調べた. 

 

M) ボノボの野生個体群の広域調査 

竹元博幸 

環境省環境研究推進費「高人口密度地域における孤

立した霊長類個体群の持続的保護管理」のプロジェク

トの一環として,コンゴ民主共和国に生息するボノボ 

(Pan paniscus) の野生個体群の調査をおこなっ

た.Wamba, TL2 (Lomami National Park), Lomako, Lac 

Tumba の計 4 地域を訪れた.それぞれの地域でボノボ

の生態学的調査をおこない,同時に遺伝学的および人

獣共通感染症解析のための試料を収集した. 
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